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定期監査、例月出納検査、決算審査、工事監査ともに予
定どおり遂行できています。また、職員の専門知識の習
得と監査能力の向上のため、外部研修やオンライン研修
に積極的に参加しました。

□ 活動

1回

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

■ 成果 □

全国都市監査委員会定期総会及び研修会への参加

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

71%

2024/2/7

決算審査の実施回数

まちづくり達成状況報告書（事務事業点検シート） 課等名

その他、根拠法令
及び分野別計画

目
地方自治法、地方公営企業法、地方公共団体の財政の健全化に関
する法律、常総市監査委員条例、常総市監査委員事務局規程、常
総市監査委員処務規定等

監査委員、市職員 1回 1回 　2人（参加人数）

後期
基本
計画

施策の大綱

施策の目標

会計名

一般会計

款

監査委員、市職員 1回 1回 　1回（審査対象）

1回

地方自治法に基づくものであり、行財政運営の健全性と
透明性の確保に寄与するため、改善を講じながら合理的
かつ適正な監査業務を継続していきます。

コスト

73%

1回 1回

改善の余地 今後の方向性

□

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

定期監査の実施割合

指標名

決算審査の実施回数

項

②　インプット（投入）

―

―

―

―

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

総務費

監査委員費

背景・課題

決算等審査は時期が固定され、時間が限られていることか
ら、能率よく審査する必要があり、健全化判断比率・資金
不足比率の審査については、かなり専門的な知識を必要と
します。また、定期監査においても、職員数、監査期間に
限りがあることから、効率よく審査できるような計画を作
成し、職員の専門知識の習得と監査能力の向上を目指し
て、自己研鑽に加え、個々の職員の経験や能力に応じた専
門性の高い研修を受ける機会を充実させることにより、職
員の監査技術の向上に取り組む必要があります。

目的・意図

市の財務に関する事務の執行が、適正かつ効率的に行われ
ているかどうか、また、市の経営に係る事業の管理が、合
理的に行われているかどうか、市の行政運営確保のため、
違法、不正の指摘にとどまらず、指導に重点を置いて監査
等を実施します。
効果的かつ効率的に十分かつ適正な監査等の証拠を入手す
るため、実査、立会、確認、証憑突合、帳簿突合、計算突
合、分析的手続、質問、観察、閲覧等の手法について、得
られる証拠力の強弱や手続の容易性を勘案して、適宜これ
らを組み合わせる等により実施します。

主
な
予
算
科
目

監査委員費

活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

定期監査の実施 監査委員、市職員

定期監査の実施対象 40箇所 40箇所

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

11回 11回 40箇所（監査対象）

工事監査の実施 監査委員、市職員

その他

　2人（参加人数）

例月出納検査の実施 監査委員、市職員 12回 12回 12回（検査回数）

決算審査に係る意見書作成

⑥　点検

茨城県都市監査委員会定期総会及び研修会への参加 監査委員、市職員

40箇所（監査対象）

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業定期監査及び決算審査

アクティビティ（活動）

1回 1回 　1回（監査回数） 　1回（監査回数）

1回 1回 　4人（参加人数） 　4人（参加人数）

監査委員活動費

　1回（検査対象）

12回（検査回数）

④　初期・中間アウトカム（成果）


